
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 大和市議会では１０月が行政視察のいわばシーズ

ンであり、各常任委員会や議会運営委員会が行政視察

を行う時期となります。  

 環境建設常任委員会では、兵庫県の三田市が進める

空き家対策について、大阪府堺市のユニバーサルデザ

イン・バリアフリーの取り組みについて、奈良県生駒

市の住宅用蓄電池システム設置補助事業について、以

上３か所の視察調査をさせていただきました。 

堺市の取り組みについては、私が事前に環境建設常

任委員会に視察調査を希望していたものです。 

 

大和市議会議員  あかみね太一 （３７） 
【プロフィール】沖縄県那覇市出身。昭和 55年 11月 27日生まれ。    
平成２７年、政党や組織の支援を一切受けずに大和市議会議員選挙に

無所属で挑戦し二期目の当選を果たす。議員活動を行いながら通信制

の大学で福祉を学び、さらに福祉関連資格の取得にも挑戦している。 

妻とダウン症の９歳の娘、６歳の長男と４歳の次男の５人家族。 

桜ヶ丘在住。防災士としても活動を展開中。    【討議資料】 

【発行・連絡先】あかみね太一ｔｅｌ＆ｆａｘ ０４６－２６８－８３３０ 

〒242-0024 神奈川県大和市福田６－１３－１フジコーポ福田３０１ 

 

  

■行政視察に参加しました。 

 

 

■堺市のユニバーサルデザインの取り組み 

障害のある方や高齢の方がいきいきと暮らすための住環境整備や、医療・福祉・建設などの専門職との調整につ

いて学ぶため、昨年１１月に私は「福祉住環境コーディネーター」の資格を取得しました。 

皆さんも「バリアフリー」や「ユニバーサルデザイン」という言葉を聞いたことがあると思います。「バリアフ

リー」は、物理的または精神的な障害（バリア）を除去する（フリー）という考え方で、「ユニバーサルデザイン」

は障害のあるなしや国籍、年齢、性別に関わらず誰でも利用できるデザインのことで、よく取り上げられる例とし

て、目を閉じていてもリンスとシャンプーの違いがわかるようシャンプー容器につけられた凸凹があります。 

 大阪府堺市では、少子高齢化が進む社会の到来にあって、市民生活の様々な場面で不自由さや不便さを感じる方

が増えることを予想し、また、国際化の進展、人々の価値観の多様化、男女共同参画、市民との協働、自立と共生

のまちづくりへの要請などの観点からも、ユニバーサルデザインの一層の推進が求められていることから、不自由

さや不便さといったバリアを感じることなく、誰もが自由に移動し、活動し、参画し、自己選択・自己決定するこ

とができる、「自由都市・堺」の実現に向けて、職員の取組姿勢とユニバーサルデザインの推進方策を示すことを

目的に平成１８年５月「堺市ユニバーサルデザインガイドライン」を策定しています。 

 さらに堺市は平成２８年にバリアフリー基本構想を策定し、具体的な整備目標を掲げて様々な事業を展開してい

ました。                                  （裏面に続く） 



 

 
 

「みねスクエア」とは、自由に意見交換を行う少人

数の座談会です。予約や連絡、参加費用は必要あり

ません。ぜひご気軽にご参加下さい。 
●第９２回みねスクエア 
１０月２８日(土)１６：００～１７：００ 
場所：渋谷学習センター  ３０７会議室 
●第９３回みねスクエア 
１１月２５日(日)１６：００～１７：００ 
場所：渋谷学習センター  ３０７会議室 
●第９４回みねスクエア 
１２月２４日(日)１６：００～１７：００ 
場所：渋谷学習センター  ３０７会議室 
 
公務や学校等により日程が変更になる場合があ
ります。恐れ入りますが参加される際はホームペ
ージなどでご確認下さい。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

あかみね太一は３６歳になりました 

 時の流れは早いもので、気がつくと３６歳になりました。思い起

こせば、３０歳で市議会議員に立候補、娘の心臓手術、長男と

次男の誕生など、多くの出来事がありました。この６年間を支え

ていただいた多くの皆様に改めて感謝を申し上げます。 

メールアドレス  info@akamine.tv 

ツイッター    ＠ａｋａｍｉｎｅｍｉｎｅ 

電話・Ｆａｘ    046-268-8330 
（恐れ入りますが、不在も多いので、ｆａｘやメールのほうが助かります） 

 

 

 

表面右上の写真をご覧ください。これは大阪府堺市の市民税・府民税税額通知書の見本です。小さな写真で見づ

らいと思いますが、カラー化されているという点がわかると思います。項目ごとに色分けされ、内容がわかりやす

くなるよう工夫されています。さらに読みやすくするために字体や文字も大きく読みやすいものが使われています。 

（参考までに、写真の右上に映っているのが、過去に堺市が発行していた変更前の税額通知書の見本です。） 

 堺市では、道路や公共施設などのインフラ整備のみではなく、前述した通知書などの印刷物や、案内表示などの

社会環境にもユニバーサルデザインを取り入れ「誰もがつかいやすい・わかりやすい」バリアフリー施策を数多く

実施していました。 

 

■読みやすい堺市の通知書 

 

 

出張防災講習を行います！ 

皆様からのご要望にお応えして、防災士の私達が無料で出張

防災講習を行います。少人数でもかまいません。 

機材はこちらで用意いたします。気軽にお問い合わせ下さい。 

あわせて皆様からの様々なご意見をお待ちしております。 

メールアドレス  info@akamine.tv 

ツイッター    ＠ａｋａｍｉｎｅｍｉｎｅ 

電話・Ｆａｘ    046-268-8330 
（恐れ入りますが、不在も多いので、ｆａｘやメールのほうが助かります） 
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ぜひ、大和市が発行した皆様のお手元に届いている多くの書類や通知書と見比べてみて下さい。私の知る限り、

大和市の書類や通知書は堺市の変更前の通知書と大差はなく、小さな字がモノクロで敷き詰められています。これ

は小さな文字が読める人向けのもので、小さな文字が読みづらい中高年の方々にはわかりにくいものです。 

たかが書類ですが、されど書類です。大和市においても、少子高齢化が進み社会構造が大きく変化する中、市民

生活の様々な場面で不自由さや不便さを感じる方が増えているのではないでしょうか。 

私は公共の福祉を推進するために、ユニバーサルデザインやバリアフリー施策の推進は不可欠であると考えてお

り、今回の視察調査は良い意味でその裏付けとなりました。 

うらづけ 

 

 

■大和市の現状と課題 
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